
作り方

材料 （2枚分）

a.　1. と 2. を混ぜておく。
b.　3.4. を刻み、だし汁に加え、卵を溶いて混ぜておく。
a. に b. を 1/3 づつ加えよく混ぜる。
フライパンで焼く。豚バラを乗せ、裏返して更に焼き、できあがり。

お好み焼きの具はお好みで。だし汁はかなり薄味ですので、塩は
適宜加減してください。

おからパウダーの栄養　100g 当たり
エネルギー  333kcal、タンパク質 23.1g、脂質 13.6g、
糖質 2.3g.　食物繊維 43.6g
   日本食品成分表 2020年版（八訂）

おからは大豆の豆乳を絞った残りかすではありますが、以外とタ
ンパク質があります。もちろん低糖質であり、食物繊維（主に不
溶性）は豊富でおすすめです。
おからパウダーを使ったレシピはネットで調べると多数あります。
お好み焼きも小麦粉を使用せず、全部おからパウダーとか（形が崩
れやすいらしい）、小麦粉の代わりにオートミールを使用したもの
とか色々ありますので、いろいろ試してみてはいかがでしょうか。

1. 小麦粉………50g　　2. おからパウダー……50g
3. キャベツ……40g　　4. タマネギ……………30g
5. 卵……1個
6. だし汁：だしの素 3g（無塩） ＋ 水 250cc   塩 0.5g
7. 豚バラ肉（薄切り）……50g
　　　　　ソース　など　適量

この「健康レシピ」は、糖尿病患者様向けとなっておりますが、糖尿病が気になる方
や健康のための食事管理をされている方にもおすすめのレシピとなっております。

健康レシピ
第15回

おからパウダーを使った
お好み焼き

～ワンチームを目指して～

～安全・安心な医療・看護・介護の提供を目指して～

看護部長就任挨拶

　前任の看護部長の定年退職に伴い、昨年11月、看護部長に就任いたしまし
た水口と申します。
　当院は大正13年、県下初の民間病院精神科病院として開院し、来年開院
100周年を迎えようとしています。このような歴史と伝統のある病院で、大
役をお受けし、諸先輩が築き上げてきたことを基盤とし、より一層安心して
いただける質の高い看護・介護が提供できるように努力していきたいと思っ
ています。
　私が入職した平成7年とは異なり医療の質・技術などの発展・進歩は目を見
張るものがある一方で、患者様の高齢化と併せ認知症治療度が高まっています。
　また、医療看護体制的には、職員の高齢化に加え看護体制不足も生じ喫緊の
課題を抱え、看護人員確保と人材育成を最重要課題として取り組んでいます。
　引き続き安全・安心な医療・看護・介護の提供を目指し、何をすべきか、如何にあるべきか、「地域で
選ばれる病院」を合言葉に職員一丸となって日々の業務に励み、私自身も精進努力して参ります。皆様
ご協力宜しくお願い致します。

看護部長　水口　和洋

院長　上田　康雄

　昨年11月、精神療養病棟（A-3病棟）師長に就任致しました、峯と申します。
　杠葉病院には、平成7年から勤務させていただき、早いもので28年が経ち
ました。
　看護学生時代より、お世話になり病院の歴史の一部と共に、自身も一から成
長させて頂いたように感じています。主に精神一般病棟での経験が長く、今回、
精神療養病棟に勤務する事となり、また、新たな気持でのスタートになりました。
　座右の銘は「ワンチームで、手を抜かず」です。
　幼少の頃から、野球、地域のペーロンなどに参加していたこともあり、一致
協力して一つの事を成し遂げることの大切さを経験してきたこと、その糧で、
医療に関しても同様に、患者様のためにチームで関わりを持つチーム医療を大
切にしていきたいと考えております。
　患者様に寄り添うことは、もちろんではありますが、問題に向き合った時には、一人で悩むのではなく、
職員間、他部署との連携がスムーズに行えるように、話し合える雰囲気、思いを伝えられる環境を築い
ていけるように、日々取り組んで行きたいと考えております。
　医療の現場では、職員の不安が、患者様に影響を与えることもあります。そういった意味でも、病棟
の目指す方向性をしっかりと示し、職員とのコミュニケーションをとることで、患者様へ「安心・安全
な看護、介護」の提供ができ、病棟の舵をしっかりと、とれるように努めていきたいと思っております。
よろしくお願いいたします。

就任の挨拶
A-3 病棟師長　峯　和弘新年の挨拶新年の挨拶

　新しい年のご挨拶を申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症は4年目を迎えたところ、未だ終息に至ら
ない状況が続いています。
　当院では昨年は大変な年で、1月にコロナの大型クラスターを経験し
ました。一時、医療崩壊の危機もありましたが、現場の職員の踏ん張
りでなんとか凌げました。職員の皆さんの真摯な努力に感謝致します。
　近年、認知症の患者様が多くなっており、認知症の方に有効とされ
るユマニチュード推進委員会を立ち上げ、研修中です。ユマニチュー
ドというのは、ある種のコミュニケーション技法であり、フランスで始まったものです。当院のよ
うな病院では患者様とのコミュニケーションに困難を感じることが多く、一定の形を示しているこ
の技法は、有用ではないかと思っております。形から入ることになりますが、日本人が得意とする
ところではないかと思います。形から入って、その中に心が込められていけば素晴らしいものにな
るでしょう。
　また、職員の働き方改革にも早くから取り組み、「ユースエール認定企業」「長崎県誰もが働きや
すい職場づくり実践企業」「健康経営推進企業」に認定されています。
　1年後に100周年を迎える歴史ある専門医療機関であると同時に、一層のサービス向上・職員の
満足度工場に取り組み、地域の皆様に選ばれる病院を目指します。
　今年が良い年になるように祈念してご挨拶と致します。

令和 5年（2023 年）春　第 29 号（1）医療法人協治会 杠葉病院　広報誌「のびのびリング」 令和 5年（2023 年）春　第 29 号（2）医療法人協治会 杠葉病院　広報誌「のびのびリング」 令和 5年（2023 年）春　第 29 号（3）医療法人協治会 杠葉病院　広報誌「のびのびリング」

　12 月に各病棟でクリスマス会を開催しました。
例年、全棟の患者様がホールに集まり、開催して
いましたが、コロナ感染を考慮し各病棟での実施
となりました。各病棟スタッフが患者様に楽しん
で頂けるように出し物を披露したり、普段あまり
口にすることがないケーキなどを提供しました。
参加した患者様からは笑顔が多く見られるなど、
楽しいひと時を過ごされていました。

クリスマス会コロナ禍の


